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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

解
説
解
説

286

絵　藤田　進 （河内長野市）

　

厄
年
を
過
ぎ
た
頃
、
体
重

が
過
去
最
高
に
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
た
。
健
康
に
携
わ
る

仕
事
を
し
て
い
る
者
と
し

て
、
見
た
目
も
健
康
的
で
な

け
れ
ば
、
患
者
さ
ん
に
健
康

原
子
炉
格
納
容
器
が
破
壊
さ

れ
、
大
量
の
放
射
性
物
質
を

放
出
し
た
。
新
基
準
は
、
格

納
容
器
の
設
計
変
更
に
は
手

　

福
島
第
一
原

発
事
故
で
は
、

　

原
子
力
規
制
委
員
会
の
「
新
規
制
基
準
」
と
、
電
力
各
社
の
再
稼
働
申
請
に
抗
議
す
る
理
事
長
声
明
を
13
日
、
発
表
し
た
。
全
文
は
次
の
通
り
。

を
付
け
ず
、
内
部
の
圧
力
を

下
げ
る
た
め
に
フ
ィ
ル
タ
ー

付
き
ベ
ン
ト
装
置
な
ど
を
設

置
す
る
こ
と
で
格
納
器
の
破

損
を
食
い
止
め
よ
う
と
い
う

発
想
で
あ
り
、
放
射
性
物
質

　

今
も
15
万
人
が
故
郷
に
帰

れ
ず
、
避
難
生
活
を
強
い
ら

れ
て
い
る
福
島
の
人
々
の
思

い
を
よ
そ
に
、
原
子
力
規
制

委
員
会
は
「
新
規
制
基
準
」

を
決
定
、
７
月
８
日
の
施
行

日
に
関
西
電
力
を
は
じ
め
電

力
各
社
が
い
っ
せ
い
に
原
発

の
再
稼
働
を
申
請
し
た
。
本

来
、
国
、
東
京
電
力
は
こ
れ

だ
け
の
過
酷
事
故
を
起
こ
し

た
加
害
者
と
し
て
の
責
任
を

ど
う
負
う
の
か
、
再
稼
働
以

前
に
、
ま
ず
福
島
の
人
々
の

被
害
補
償
、
生
活
基
盤
の
復

旧
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
同
じ
く
安
全
神
話
に
乗

っ
て
原
発
を
推
進
し
て
き
た

他
の
電
力
各
社
は
原
発
周
辺

自
治
体
の
住
民
へ
の
責
任
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

日
本
国
憲
法
25
条
で
定
め

た
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活

を
営
む
権
利
。
福
島
の
人
々

は
家
、
仕
事
、
故
郷
を
奪
わ

れ
、
原
発
事
故
に
お
い
て

は
、
25
条
の
権
利
は
守
ら
れ

て
い
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
こ
の
状
況
下
で
原
発

の
再
稼
働
を
申
請
す
る
こ
と

自
体
、
許
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
。

　

福
島
第
一
原
発
の
事
故
原

因
は
、
未
だ
解
明
さ
れ
て
い

な
い
。
周
辺
地
域
は
放
射
能

汚
染
に
よ
り
立
ち
入
り
も
許

さ
れ
ず
、
最
近
で
も
地
下
水

か
ら
高
濃
度
の
放
射
性
物
質

が
検
出
さ
れ
、「
収
束
」
な

ど
と
い
う
状
況
で
は
な
い
。

　

一
方
、「
新
規
制
基
準
」

は
、
非
常
用
の
冷
却
シ
ス
テ

ム
な
ど
が
機
能
を
失
っ
た
場

合
の
代
替
注
水
に
よ
る
冷
却

機
能
の
確
保
な
ど
を
追
加
し

た
だ
け
の
も
の
。
新
た
に
安

全
機
能
喪
失
時
の
対
策
を
追

加
し
て
い
る
が
、
原
子
炉
の

安
全
性
を
保
障
す
る
も
の
で

は
全
く
な
い
。
今
回
の
「
新

規
制
基
準
」
は
新
た
な
「
安

全
神
話
」
を
つ
く
り
、〝
再

稼
働
〞
を
容
認
す
る
た
め
の

も
の
で
あ
る
。
新
た
な
「
規

制
基
準
」
は
少
な
く
と
も
福

島
第
一
原
発
事
故
の
真
相
を

解
明
し
、
事
故
の
教
訓
を
総

合
的
に
踏
ま
え
た
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

原
発
の
危
険
性
は
我
々
医

療
者
が
第
一
に
考
え
る
人
の

命
と
健
康
に
直
結
す
る
問
題

で
あ
る
。
経
営
や
利
益
を
優

先
し
た
考
え
に
基
づ
く
拙
速

な
「
新
規
制
基
準
」
の
決
定

と
原
発
再
稼
働
を
看
過
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
地
域
医

療
に
携
わ
る
医
療
者
集
団
と

し
て
、
福
島
を
省
み
な
い

「
新
規
制
基
準
」
と
電
力
各

社
の
原
発
再
稼
働
に
強
く
抗

議
す
る
。

２
０
１
３
年
７
月
13
日

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会

 

理
事
長　

小
澤　

力

る
た
め
だ
。

　

新
基
準
は
、
防
災
の
責
任

を
市
町
村
長
に
押
し
付
け
、

国
の
責
任
を
放
棄
、
重
大
な

原
発
事
故
が
起
こ
っ
た
場
合

の
避
難
計
画
や
防
災
計
画
が

の
放
出
を
前
提
に
し
て
い

る
。
原
子
力
規
制
委
員
会

が
、
格
納
容
器
の
見
直
し
に

踏
み
込
ま
な
か
っ
た
の
は
、

見
直
せ
ば
、
多
く
の
原
発
が

不
適
格
に
な
る
可
能
性
が
あ

な
く
て
も
再
稼
働
が
で
き
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
住

民
の
安
全
よ
り
原
発
の
再
稼

働
を
優
先
し
た
新
規
制
基
準

で
は
国
民
の
安
全
は
守
れ
な

い
。

　農業大国フランスで150万人が観た、「食」ひいては「いのち」を
めぐるグローバル企業の実態を描いたドキュメンタリー。あなたは
この映画を観た後でも、まだＴＰＰに賛成できますか？

指
導
も
行
え
な
い
と
思
い
、

約
１
年
半
前
に
ダ
イ
エ
ッ
ト

を
決
意
し
た
。

　

ダ
イ
エ
ッ
ト
と
言
え
ば

「
食
事
を
ガ
マ
ン
す
る
」
と

な
る
の
だ
が
、
調
べ
て
み
る

も
脂
肪
が
燃
焼
す
る
体
」
が

出
来
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
朝
食
前
か
夕
食
後

の
有
酸
素
運
動
が
効
果
的
に

脂
肪
を
燃
焼
す
る
事
が
分
か

っ
た
の
で
、
私
の
場
合
、
夕

食
後
、
犬
の
散
歩
の
後
に
５

キ
ロ
を
約
40
分
か
け
て
ゆ
っ

く
り
と
ジ
ョ
ギ
ン
グ
す
る
事

に
し
た
。

　

更
に
調
べ
る
と
、
１
日
お

き
の
運
動
と
週
１
回
の
運
動

と
で
は
、
脂
肪
燃
焼
効
果
が

約
70
パ
ー
セ
ン
ト
も
違
う
と

ん
の
事
、
気
持
ち
も
前
向
き

に
な
れ
る
の
で
、
仕
事
も
は

か
ど
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

し
て
何
よ
り
も
…
、
健
康
診

断
を
受
け
る
気
に
な
れ
た
の

が
一
番
大
き
い
か
も
し
れ
な

い
。　

知
っ
た
の
で
、（
サ

ボ
る
事
も
見
越
し

て
）
基
本
的
に
毎
日

走
る
事
に
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
１
年

半
で
体
重
が
約
12
㌔

減
り
、
ウ
エ
ス
ト
も

10
㌢
近
く
小
さ
く
な

っ
た
。

　

体
重
が
減
る
と
髪

型
や
服
装
は
も
ち
ろ

　

日
常
診
療
で
も
同
じ
で
あ

る
が
、
科
学
的
な
根
拠
や
正

し
い
情
報
を
基
に
、
論
理
的

で
効
率
よ
い
方
法
を
実
践
す

る
と
、
お
の
ず
と
良
い
結
果

が
出
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。

　

い
か
に
今
の
生
活
リ
ズ
ム

を
崩
す
事
無
く
、
ス
ト
レ
ス

の
無
い
よ
う
に
運
動
を
す
る

時
間
を
捻
出
す
る
か
、
こ
れ

が
ダ
イ
エ
ッ
ト
成
功
の
カ
ギ

で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

英
保
先
生
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
次
回
は
住
之

江
区
開
業
の
米
田
智
一
先
生

で
す
。

と
食
事
制
限
だ
け
で
は
脂
肪

が
減
る
よ
り
も
先
に
筋
肉
を

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
代
え
て
し
ま

い
、
体
重
が
減
っ
た
割
に
脂

肪
が
減
ら
な
い
と
言
う
事
が

起
こ
る
と
分
か
っ
た
。

　

一
方
、
有
酸
素
運
動
を
行

う
と
、
筋
肉
量
が
増
え
る
の

は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
約
３
カ

月
で
抹
消
の
毛
細
血
管
量
が

倍
増
す
る
ら
し
く
、
基
礎
代

謝
量
が
劇
的
に
増
加
す
る
の

で
、
い
わ
ゆ
る
「
寝
て
い
て

減
量
で
気
持
ち
も
前
向
き
に

福
島
を
省
み
な
い「
新
規
制
基
準
」と

原
発
の
再
稼
働
に
強
く
抗
議
す
る

英
保
慎
也
（
旭
区
）

市民公開上映会のお知らせ

モンサントの不自然な食べ物

日　時　８月10日（土）　①14：30～　②17：00～
会　場　「Ｍ＆Ｄホール」
入　場　無料（事前にお申込みください）
申込み　06-6568-7731　協会事務局まで
監督：マリー＝モニク・ロバン、カナダ国立映画制作庁・アルテフランス共
同製作（2008年／フランス、カナダ、ドイツ／108分）

日
時　

８
月
24
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

保
険
医
会
館

講
師　

清
家
裕
税
理
士
（
協
会
医
業
税
理
士
団
）

会
費　

会
員
・
家
族
・
ス
タ
ッ
フ
無
料

医
科
・
歯
科
経
税
部
共
催

税
務
調
査
対
策
研
究
会

日
時　

10
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

窪
木
拓
男
氏
（
岡
山
大
学
歯
学
部
第
一
補
綴
学
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

10
月
度
生
涯
研
修

顎
関
節
症
と
口
腔
顔
面
痛

日
時　

８
月
４
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
３
時

会
場　

 

サ
ン
ト
リ
ー
京
都
ビ
ー
ル
工
場
（
京
都
府
長
岡
京
市

調
子
３‒

１‒

１
）

会
費　

無
料

定
員　

 

20
人（
地
区
会
員
、会
員
院
所
家
族
・
従
業
員
に
限
る
）

※
午
後
１
時
45
分
に
現
地
集
合
。
Ｊ
Ｒ
「
長
岡
京
」、
阪
急

「
長
岡
天
神
」
各
駅
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
あ
り

※
作
り
立
て
の
「
ザ
・
プ
レ
ミ
ア
ム
・
モ
ル
ツ
」
が
試
飲
で

き
ま
す

北
大
阪
地
区
・
三
島
地
区
合
同

行
こ
う
！
工
場
見
学
！
サ
ン
ト
リ
ー
京
都
ビ
ー
ル
工
場

日
時　

８
月
４
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
〜
12
時

会
場　

 

吹
田
さ
ん
く
す
１
番
館
４
階
・
第
１
会
議
室
（
Ｊ
Ｒ

「
吹
田
」
駅
直
結
）

講
師　
（
株
）ス
リ
ー
エ
ム
ヘ
ル
ス
ケ
ア
歯
科
事
業
部

会
費　

会
員
無
料　
　

定
員　

25
人
（
要
事
前
申
込
み
）

北
大
阪
地
区
講
習
会

グ
ラ
ス
ア
イ
オ
ノ
マ
ー
系
レ
ジ
ン
セ
メ
ン
ト（
ビ
ト

レ
マ
ー
２
ペ
ー
ス
ト
）の
活
用

日
時　

９
月
８
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

天
野
敦
雄
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
予
防

歯
科
学
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

９
月
度
生
涯
研
修

21
世
紀
の
ペ
リ
オ
ド
ン
ト
ロ
ジ
ー
：
最
新
病
因
論
に

基
づ
い
た
診
断
・
治
療

日
時　

９
月
７
日
（
土
）
午
後
５
時
〜
７
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料　
　

定
員　

１
０
０
人

※
８
月
25
日
号
新
聞
と
同
封
の
『
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し

た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト
』
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

「
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト
」

講
習
会


